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平成30年４月１日から事業承継税制が大きく変わりました

～ 特例措置を活用して円滑な承継の実現を‼ ～
　平成30年度税制改正により、今後５年以内に特例承継計画を都道府県庁に提出し、10年以内に実際に承継
を行う者を対象として、事業承継税制が抜本的に拡充されました。

【現行制度】	 【改正後】

※当所の無料「事業承継相談」をご活用ください。（毎月第３火曜日、事前予約制、秘密厳守）
　　お問合せ・申込みは経営相談課まで　TEL290-4411

県内企業の海外特許出願等を支援します
～中小企業等外国出願支援事業補助金～

　中小企業者等が行う外国への特許や商標などの
出願に必要な経費の一部を補助します。国が補助
対象経費の２分の１を補助することに加え、県も
補助対象経費の４分の１を上乗せして補助します。
募集開始は６月頃を予定しています。
＜補助金の上限額＞

・�特許出願の場合は、2,250千円（国費1,500千円、
県費750千円）

・�実用新案登録出願、意匠登録出願、商標登録出
願の場合は、900千円（国費600千円、県費300千円）

　窓口は、にいがた産業創造機構（TEL246-0025）
となります。是非、ご活用ください。

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ（弔慰金・見舞金制度、
退職金制度、リスク対策や事業承継など）を共済制度／福祉制度でサポートしています。
アクサ生命保険株式会社　新潟支社　新潟営業所　
〒950-0078　新潟市中央区万代島5-1 万代島ビル10F　TEL 025-243-0048

○�納税猶予の対象になる株式数には2/3の上
限があり、相続税の猶予割合は80％。

○�一人の先代経営者から一人の後継者への株
式承継に限定。

○�後継者が自主廃業や売却を行う際、承継時
の株価を基に贈与・相続税が課税される。

○�税制の適用後、５年間で平均８割以上の雇
用を維持できなければ猶予打ち切り。

○�対象株式数の上限を撤廃、納税猶予割合も100％
へ引き上げにより、承継時の税負担ゼロに。
○�複数の株主から、代表者である後継者（最大３
人）への承継も対象化。
○�株式売却額や廃業時の評価額を基に納税額を再
計算し、承継時との差額を免除。
○�雇用維持要件を満たさない場合でも、猶予を継
続可能に（経営悪化等が理由の場合、認定支援
機関の指導助言が必要）。

経営課題解決に専門家の活用を
（エキスパート・バンク）

　小規模事業者の皆様の経営課題解決に、技術士、中
小企業診断士、税理士、弁理士、ITコーディネーター
などの各専門家が、実際に事業所にお伺いして相談
を行います。
【例えばこんなときに】
①�売上増を図るためにＳＮＳを活用した販売促進を
行いたい
②�生産性向上を図るためにクラウド会計を導入したい
③�経営の基本である財務分析から、自社の現況を把
握し経営改善を図りたい
④�知的財産の活用により他社にない製品、サービス
を提供したい　など
相談は無料・秘密厳守です。
� お問合せ：広域経営支援センター
� TEL290-4411
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平成29年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

平成30年
4月

 売　上 ▲  4.4 ▲  9.6 8.9 ▲  6.7 3.2 7.8 2.3 7.6 7.4 3.9 ▲30.4 ▲  1.3 ▲  7.7
 採　算 ▲  8.7 ▲14.9 ▲  4.4 0.0 1.6 ▲  3.3 ▲  3.4 ▲  2.5 ▲  9.9 ▲  9.0 ▲24.1 ▲  6.3 ▲11.0
 業　況 ▲14.1 ▲13.8 1.1 ▲  8.9 1.6 ▲  5.6 ▲  1.1 ▲  5.1 1.2 ▲  2.6 ▲16.5 ▲  7.5 ▲  2.2
 仕入単価 ▲31.5 ▲39.4 ▲34.4 ▲20.0 ▲34.9 ▲25.6 ▲29.6 ▲27.9 ▲35.8 ▲47.4 ▲41.8 ▲40.0 ▲37.4
 従業員 16.3 21.3 20.0 26.7 30.2 24.4 28.4 26.6 33.3 34.6 25.3 27.5 27.5

【４月の概要】
　３月に比べると、業況DI、仕入単価DIのマイナス幅が減少しているものの、売上DI、採算DIのマイナス幅が増加
している。従業員DIのプラス幅は変化なし。建設業や製造業では業況は上向き傾向との声が聞かれるが、幅広い業
種で人手不足と仕入コスト増が続いており、景況改善に影響を及ぼし、全体的な景況感は横ばいの動きとなっている。
　先行きについては、３月に比べ、売上DIはプラス幅がやや減少し、仕入単価DIのマイナス幅も増加しているが、
採算DIのマイナス幅はやや減少し、業況DIはマイナスからプラスに転じて、やや改善している。従業員DIはプラス
幅が増加した。景況の回復基調は緩やかに続いているものの、人手不足と仕入コスト増が依然続く見通し。

建
設
業

設備工事 売上は、民間工事を中心に上向き傾向。人員不足により賃金が上昇している。

総合建設 現在は高度成長期に作った大型建物の改修工事が多く出てきて、今後も続く見通し。

製
造
業

機械部品 中国を中心としたアジアの需要が安定し売上は伸びている。資材・物流費用は上昇している。

食料品 ダンボール、ガソリン、人件費の上昇により経費が増加している。

卸
売
業

精肉 輸入品の増加により、仕入の国内価格は下落している。

薬品 原材料価格の上昇により、仕入価格の値上げが出始めた。
小
売
業
家具・雑貨 店舗の客数が減少し、客単価も減少している。

サ
ー
ビ
ス
業

ビルメンテナンス 人手不足をどう克服するかがポイントである。採算は人件費の増加で、やや悪化している。

ソフトウェア ソフトウェア開発業は、世間で言われるような人手不足感はないが、採用難ではある。業況はあまり変化がない。

不動産 土地の売買が活発に動いてきた、また、店舗の閉鎖も同様に増加してきた。

【業界から寄せられた主なコメント】

景気動向（前年同月比）全産業DI値
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（平成29年４月～平成30年４月）

【全産業平均DI】　※DI（景況判断指数）＝（良い割合）－（悪い割合）
　業況DIは5.3ポイント、仕入単価DIは2.6ポイント、マイナス幅が減少した。売上DIは6.4ポイント、採算DIは4.7ポイント、
マイナス幅が増加した。従業員DIはプラス27.5ポイントで変動なし。
全産業平均DI－向こう３か月間の先行き見通し

売上（受注・出荷） 採　　算 仕入単価 従業員 業　　況
3月 7.5 ▲  6.3 ▲26.3 17.5 ▲  3.8
4月 3.3 ▲  3.3 ▲33.0 24.2 　  1.1

　先行きは、売上DIは4.2ポイントプラス幅が減少し、仕入単価DIは6.7ポイントマイナス幅が増加した。採算DIは3.0ポイント
マイナス幅が減少し、業況DIはマイナスからプラス1.1ポイントに転じた。従業員DIは6.7ポイントプラス幅が増加した。

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。

景気の き動


